










































かり市民権を獲得 したかのようである｡ トマス ･
ガルシアのLaotraoriladeladroge(1984)では､
全篇､麻薬用語で占められ､作者自ら巻末に付 し
た用語解説がなければ､門外漢にはさっぱりわけ
が分からないといった｣､説もある｡性に関するア
ルゴットは昔からたくさんあった｡しかしれっき
とした文学作品にこれほど使われるようになった
ことは､かつてなかった｡
文章語に口語が多用されるようになったのは､
語法にも及んでいる｡自動詞の他動詞的用法､あ
るいは卑近なサンプルではsuspenderのように､
対語のaprobarに合わせた用法が定着しつつある
ような例､de-que-ismoとでもいうべ き特定の
前置詞の多用などなど｡文体についても然りであ
る｡ピリオドなしの長文化は､やはりセラのSan
camiloを憶矢 とすると思われるが､現代では自
由間接話法はおろか､語 りの部分に生の直接話法
が､句読点もなく縦横に織 りこまれ淳然一体をな
している｡推敵を重ねたというより､一見､無造
作と思われる文体が､読者をぐいぐいと語りに魅
きつけていく｡アルフレド･コンデのLosotros
dias(1991)では､会話文､語 り文の入 り混じっ
た文に､作者は意図的にコンマを多用し､わざと
脈絡を切っている｡こうした文章を読むには､会
話をベースとしたスペイン語文のリズムを身につ
ける必要がある｡現代はボーダーレスの時代とい
われる｡スペイン語の表現のいろいろな面でそれ
を実感する昨今である｡
今､スペイン語が面白い｡
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